
療育活動を取り入れた体育指導      

                               立神小学校  田畑 美代子 

はじめに 

昨年度、転勤したばかりの学校で支援学級の担任となった。学級での個別学習と協力学級で学習す

るときの支援、そして１・２年生複式１９名の児童の体育の授業を担当した。支援学級籍の児童３名も

一緒に学習するので、希望して担当させてもらった。希望した理由は、体育の学習活動の中に、療育活

動を取り入れたら、支援の必要な子どもたちが参加しやすい体育の時間になるのではないかと考えた

からである。 

 

１、年間計画 

１９名中１２名が１年生なので、運動会や体力テストなど学校行事に合わせて、その先行学習とな

るように体育の年間学習計画を立てた。また、行事だけでなく、ドッジボールをゲームとして楽しむ前

には、ボールを投げる運動をし、縄跳びをする前にはリズムよく跳ぶ運動をした。初めてのことが苦手

な子どもが数名いたからである。授業の中で準備運動は、年間通して「ラジオ体操」である。理由は、

運動会の準備運動が「ラジオ体操」だから、慣れるためである。 

月 内容 時数 学校行事 

４ 体そう・・体つくり（ア）体ほぐしの運動 

サーキット・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

       器械・器具を使っての運動遊び（ア）固定施設を使っ

た運動遊び 

 ７  

５ リレー・・走・跳の運動遊び（ア）走の運動遊び 

ダンス！！・・表現リズム遊び（イ）リズム遊び 

体力テスト・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

２３ 運動会 

体力テスト 

６ 体力テスト・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

マットと跳び箱・・器械・器具を使っての運動遊び 

（イ）マットを使った運動遊び 

（エ）跳び箱を使った運動遊び・トランポリン 

１４ 体力テスト 

７ 水泳・・水遊び（ア）水に慣れる遊び 

       （イ）浮く・もぐる遊び 

ドッチビー・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

 ９ 学校水泳 

９ ダンス！！・・表現リズム遊び（イ）リズム遊び 

しっぽとり①・・ゲーム（イ）鬼遊び 

折り返しリレー・・走・跳の運動遊び（ア）走の運動遊び 

 ９ （敬老会） 

１０ ○を目指して・・ゲーム（ア）ボールゲーム 

めざせドッジボール①・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

マラソン・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

１１  



 

２、跳の運動遊び 

 １１月に授業公開（校内研究授業）した時の指導案で、はじめに私が作ったものに、療育活動の

視点からコメントを入れてもらってある。（別紙  コメントの名前は仮名） 

 

３、1回５分でも続けることで変わる 

 １・２年生の中で、支援学級の子どもたちは、自分の体を動かすイメージを持ててなく、動きが

ぎこちなかった。また、人と呼吸を合わせたり同じ動きをすることも苦手だった。そこで、体つく

りとして、跳んだりくぐったりする動きや人と合わせて動くことを授業の中にとり入れて１年間

続けた。 

４月、「さんぽ」の音楽に合わせて運動場の周りを歩くことから始めた体育だった。鉄棒や登り

棒にぶら下がり、タイヤとびをし、草の上や砂場、丸太の上を歩いて、子どもたちの動きを見るこ

とから始めた。（表紙 運動場写真）体育館でも、ライン上を歩いたり跳び箱を乗り越えたり、横

向きや後ろ向きに歩いたりした。

音楽に合わせることや人との間

隔をとらえさせたかった。支援

の必要な子どもたちにとっては、

歩くことが難しいのだと、とら

えなおす時間だった。ここで、 

月 内容 時数 学校行事 

１１ めざせドッジボール②・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

            ゲーム（ア）ボールゲーム 

マラソン・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

とびっこワールド・・走・跳の運動遊び（イ）跳の運動遊び 

スカイバルーン・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

１１ 持久走記

録会 

１２ とびっこワールド・・走・跳の運動遊び（イ）跳の運動遊び 

長縄跳び・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

ダンス！！・・表現リズム遊び（イ）リズム遊び 

 ７ （冬物語） 

１ なわとび・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

ボールけり・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

 

 ９  

２ なわとび・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

サッカー・・ゲーム（ア）ボールゲーム 

２人で（スカーフ）・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

しっぽとり②・・ゲーム（イ）鬼遊び 

１２ なわとび

集会 

６年生を

送る会 

３ マットでゴロン・・体つくり（イ）多様な動きをつくる運動遊び 

         器械・器具を使っての運動遊び（イ）マットを使

った運動遊び 

鉄棒・・器械・器具を使っての運動遊び（ウ）鉄棒を使った運動遊び 

 ７  



「支援の必要な子」というのは、学級在籍児童だけではない。（指導案Ｄ、Ｅ） 

 

スカイバルーンのように大勢で力と呼吸を合わせるものや、スカーフのように２人が阿吽の呼

吸で動くものは、１・２年生の子どもたちほぼ全員に難しいことだった。特に、大人が途中に入る

ことができるスカイバルーンより、子ども２人でするスカーフが難しかった。 

一年を通じて気を付けていたことは、「×は出さない。」「繰り返しやる。」「安心できる場を設け

る。」「一人でする活動と、人と一緒にする活動をする。」ということ。「○○をしてはいけない。」

という代わりに「△△しよう。」と言い、「できない。」と固まる子どもに、「見ていて、やろうとお

もったら入っておいで。」と待った。 

1授業時間に大きく３つの活動をして、どの子も必ずどれかには入れるように工夫した。低学年

の体育は、週に３回あるので、たとえ５分でも１年間続けると体の動きが変わってくる。その５

分を療育活動で行っている動きにした。 

５年生の児童についても、支援学級での個別の時間に毎日、棒たいそうをした。自分の体のイ

メージが持てるようになるのと、人とタイミングを合わせることができるようになるのを目的に

した。教室で椅子に座るとき、特に給食の時や、体育や集会で座るときの姿勢がよくなった。目に

見える形で成果が出たので、学校長や周りの友だちに認めてもらって、満足し自信につながった。 

 

おわりに 

立神小学校では、全校で体力テストに取り組んでいる。今年度の体力テストも終わり、昨年度

体育を担当した子どもたち、特に支援が必要な子どもたちの結果が気になった。２年生（昨年度

１年生）の子どもたちで、E 判定だった４人のうち３人が D 判定になった。50 メートル走に２５

秒かかっていた子は、11 秒になった。体の動かし方が分かってきたのだと思う。どの学校でも、

体育の時間は支援学級籍の子どももみんなと一緒にやっていることが多いと思う。その体育の時

間の中に、たとえ５分でも確実に参加できる時間を確保して、その子に必要な動きを練習する時

間を取ることを心がけたい。体育だけでなく、一緒に学習活動をするときには、参加の方法を探

りたい。 



 


